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 来年 1 月から良寛記念館の運営が町に移管されます。町によって運営され 
る良寛記念館の最初の企画として、ご来館される方々に“良寛さんとはどの 
ような方であったかを知っていただきたい”との想いから「新春企画展  

～良寛さんをご紹介～」を下記のとおり開催いたします。 

 良寛さんは、子どもたちと手毬をついて遊んだ優しいお坊さんというイメ 

ージの一方で、歌人・詩人としても多くの優れた詩や歌を詠み、また書家と 

してそれらを書き遺した作品が現在でも高く評価されています。そんな良寛 

さんの作品や生き方、お人柄等を慕う方々は後を絶たず、良寛さんをテーマ 

とした絵画・書・彫刻などの作品は今なお多くの方々によって作り続けられています。良寛記念館では、良寛

さんの作品だけではなく、これらの敬慕者の作品も多数所蔵しております。 

今回の企画展では、良寛さんの書とともに、良寛さんの敬慕者の作品を併せて展示し、ご来館される方々に

良寛さんの生涯を通した姿を知っていただき、より親しみを深めていただけるよう工夫を凝らしております。

ぜひ大勢の皆様のご来場をお待ちしております。 
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今月号の公民館だよりには、以下のチラシが折り込んであります。ぜひご覧ください。 
・『パソコン教室(エクセル活用コース)参加者募集』 

【日  時】 １月４日(金) ～４月 25 日(木) ９：00 ～ 17：00  
【会  場】 良寛記念館 
【入 場 料】 一般：400 円 高校生：200 円 小中学生：100 円 

※団体割引有（20 名以上） 
【休 館 日】 水曜日（３月まで） ※祝日の場合、翌日が休館 
【お問合せ】 良寛記念館（TEL:78-2370） 

良寛詩「擔薪下翆岑」 郷倉千靱画「筍を慈しむ」 仏語「道白雲」 

■11/7(水) 良寛記念館事業譲渡調印式 

左：出雲崎町長 右：良寛記念館理事長 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    中央公民館        町立図書館（海岸公民館）  

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

寝る、飛ぶ、狭い、高い、怒る、化ける、切ない、大好き、

大嫌い、トモダチ、オシャレ、おブス、意外性、可愛すぎる。

猫たちの面白可愛い写真が満載の 1冊です。 

ジワジワくる猫猫 

           ･･･片岡Ｋ    著 
TBS ラジオ番組の名物番組「小沢昭一の小沢昭一的こころ」

が 40 周年を迎えるのを機に、小沢昭一氏自ら厳選した抱腹

絶倒の傑作選です。 

ラジオのこころ 

 ･･･小沢 昭一 著 

北方四島、竹島、尖閣諸島。この三つの領土問題は、今す

ぐ対処しないと、永遠に解決できなくなってしまうかもしれ

ない。昭和史研究の泰斗が徹底分析。 

発達障害と呼ばないで 

･･･岡田 尊司 著 
 現在、大変な勢いで増えている「発達障害」。児童の ADHD

の有病率は 6%に達し、学習障害は 10%に及んでいる。その急

増が意味する真のメッセージを明らかにする。 

日本の領土問題 

            ･･･保阪 正康 著 

 11 月 10 日（土）中央公民館講堂にて、親業訓練協会シ

ニアインストラクターの関﨑 智弥 様を講師に迎え、「子

育て教育講演会“子どもがやる気になる一言”」を開催し

ました。 
 当日は小・中学生の保護者や教育関係者など約 250 名の

方が会場に訪れ、講演の中では、“子どもと親の心の架け

橋が大事”、“子どもを大切にするのも大切だが、まずは自

分を大切に”と、親として大切なことも語られました。 

出雲崎総合大学では、11 月 6 日（火）阿賀野市の「新潟東部太陽光発電所」を見学しました。27 人の方が

参加され、日照時間の少ない地域でも太陽光を正確に捉え、パネルに雪が積もらない工夫など、地球環境を考

えた次世代のクリーンエネルギーについて学びました。 
 11 月 20 日（火）には、町農村地域生活アドバイザーの皆様を講師に迎え、「地元の食材料理 ～豆腐を作

ろう～」を行いました。19 人の方が豆腐作りにチャレンジし、大成功でした。また「豆腐のとろろ昆布焼き」

のレシピを教わり、試食も行いました。手作りの素晴らしさを改めて実感しました。 
また、11 月 27 日（火）には「地元の企業見学」として、沢田の越後工業㈱を見学しました。受講生たちは

木川社長や社員の皆様の説明に熱心に耳を傾けていました。 
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～皆さんの身近な情報をお寄せください～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１２月１８日（火）19：00～ 

～トレーニングルーム～ 

お気軽にお声かけください。 

 １月２９日（火）19：00～ 

下記のとおり、休館となりますので、ご協力お願いいたします。 
今年も多くのみなさまからご来場いただき、ありがとうございました。 

【休館期間】 １２月２９日（土）～ １月３日（木）まで 

【休館施設】 中央公民館、海岸公民館 

       町民体育館、野球場、テニスコート、柔道場 

       屋内ゲートボール場 

○出雲崎町野球協会長杯（4/24～7/5） 
 優 勝：西越クラブ  準優勝：Mr.ローレル 

○出雲崎町公民館長杯（7/17～8/28） 
 優 勝：プリリンズ   準優勝：西越クラブ 

○出 雲 崎 町 長 杯 （9/ 4～10/18） 
 優 勝：Mr.ローレル   準優勝：西越クラブ 

 今年度の野球シーズンが終了いたしました。各大会

結果は以下のとおりです。 
11 月 13 日(火)

出雲崎中学校生

徒による町民体

育館ボランティ

ア清掃が行われ

ました。 
多くの生徒か 

ら参加していただき、窓拭きやアリーナの雑巾がけ等

普段なかなか掃除することができない箇所を丁寧に清

掃していただきました。ありがとうございました。 

 11 月 11 日（日）町民体育館において「第 25 回新

潟県ｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ中越地区大会ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球大会」

を開催しました。中越地区の強豪８チームが熱戦を繰

り広げ、本町からも２チームが出場しましたが、しお

かぜ柏崎(柏崎市)が見事優勝を果たしました。 

 11 月 18 日（日）「第 23 回町民ソフトバレーボール

大会」を開催しました。 
 ソフトバレーボールは誰でも気軽に楽しむことがで

きることから、各町内などから 12 チームが参加し、笑

顔が溢れる親睦と交流が深まる大会となりました。 




